
　

な
お
カ
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
の
受
け
入
れ
家
庭
の
募
集
を
行
っ
て

い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

見
て
・
ふ
れ
て
・
楽
し
む　
　

「
鹿
屋
市
民
族
館
」

　

カ
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
に
隣
接
す
る「
鹿
屋

市
民
族
館
」。
と
が
っ
た
屋
根
と
高
床
式
の

外
観
が
特
徴
の
、
ア
ジ
ア
的
雰
囲
気
が
漂
う

建
物
で
、
ア
ジ
ア
の
文
化
を
学
ん
だ
り
、
国

カノヤで ふれる

異文化体験
Experience Foreign Cultures in Kanoya！

際
交
流
の
体
験
が
で
き
る
施
設
と
し
て
、
建

設
さ
れ
ま
し
た
。

　

館
内
に
は
、
ア
ジ
ア
14
か
国
を
中
心
と
し

た
民
族
衣
装
・
楽
器
・
お
も
ち
ゃ
・
人
形
な
ど
、

約
２
０
０
点
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
民
族
衣
装
の
着
衣
や
、
楽
器
の
演

奏
、
お
も
ち
ゃ
遊
び
な
ど
、
展
示
品
に
直
接

触
れ
る
こ
と
が
で
き
て
楽
し
め
る
と
い
う
、

ほ
か
の
施
設
で
は
体
験
で
き
な
い
こ
と
が
、

こ
こ
で
は
体
験
で
き
ま
す
。

　

約
30
年
前
、
高
隈
地
区
で
は
、
外
国
人
留
学
生
が
田
舎
の
一
般
家
庭
で
の
生
活
を

体
験
し
な
が
ら
交
流
を
深
め
る
「
か
ら
い
も
交
流
」
が
盛
ん
で
し
た
。
こ
の
草
の
根

の
国
際
交
流
は
の
ち
に
行
政
を
巻
き
込
み
、
県
と
市
の
国
際
交
流
施
設
と
し
て
、
大

隅
湖
の
ほ
と
り
に
、平
成
６
年
、「
鹿
児
島
県
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
農
村
研
修
セ
ン
タ
ー
（
以

下
、『
カ
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
』）」
が
整
備
さ
れ
、
平
成
９
年
に
は
「
鹿
屋
市
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
農
村
研
修
村
民
族
館
（
以
下
、『
鹿
屋
市
民
族
館
』）」
が
開
館
し
ま
し
た
。

　

市
内
に
あ
る
全
国
的
に
も
珍
し
い
ユ
ニ
ー
ク
な
施
設
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
足
を
運
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。　
　
　
　

問
市
地
域
活
力
推
進
課　

℡
０
９
９
４-

31-

１
１
４
７

国
際
理
解
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト　

す
る
「
カ
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
」

　

ス
タ
ッ
フ
が
全
員
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経

験
者
と
い
う「
カ
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
」。

　

世
界
各
国
の
紹
介
、
料
理
や
民
族
衣
装
の

試
着
体
験
、
外
国
人
と
の
交
流
な
ど
、
目
的

や
予
算
に
応
じ
て
、
国
際
理
解
の
た
め
の
研

修
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
外
国
人
研
修
生
や
在
住
外
国
人
を

対
象
に
し
た
研
修
事
業
も
実
施
し
て
お
り
、

研
修
の
一
環
で
研
修
生
に
は
、
市
内
の
小
中

学
校
へ
の
訪
問
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
、
日

本
人
と
外
国
人
が
交
流
す
る
機
会
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、「
楽
し
み
な
が
ら
世
界
の
文

化
に
ふ
れ
て
み
た
い
」、「
外
国
人
と
交
流
し

て
み
た
い
」、「
海
外
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
し
て
み
た
い
」
と
い
う
人
の
た
め
の
セ
ミ

ナ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
も
行
っ
て
い
ま
す
。
最
近

で
は
市
と
連
携
し
て
、
小
中
学
生
を
対
象
に

し
た「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
」
な
ど

の
ユ
ニ
ー
ク
な
体
験
学
習
も
行
っ
て
お
り
、

子
ど
も
た
ち
の
意
識
向
上
や
健
全
育
成
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

世界各国の人たちと英語で遊ぶ
「イングリッシュキャンプ」

職員が民族楽器の
弾き方を教えてくれる

民族衣装は 100 点以上。
簡単に試着ができる

鹿児島県アジア・太平洋農村研修センター
（通称：カピックセンター）
●開館時間　9:00 ～ 17:00
●休館日　 月曜日（祝日の場合翌日）・年末年始
●住所　鹿屋市上高隈町 3811-1
　℡ 0994-45-3288

鹿屋市アジア・太平洋農村研修村民族館
●開館時間　9:00 ～ 17:00　入館料：無料
●休館日　月曜日（祝日の場合翌日）・年末年始
●住所　鹿屋市上高隈町 3779-1
　℡ 0994-45-2872

！

外国人研修生による
学校訪問

西祓川町の 松本 保
やすひ ろ

廣 さん（写真左）
※ 右はホームステイで受け入れたマカオ
大学の学生・馮

フォン

岳
ゴッラン

林さん

ＴＯＰＩＣ マカオ大学の研修生と交流
　カピックセンターには、毎年、韓国
や香港、マカオなどの大学生が、日本
文化や日本語を研修するため、多く訪
れます。期間中は市内や近隣市町での
ホームステイも組まれています。
　今年６月16日・17日、初めてホスト
ファミリーとして、マカオの大学生を

受け入れた松本保廣さん（西祓川町）は、
「ホームステイは非常にいい取り組み。
海外の文化にふれ合えるという意味で、
特に小さい子どもや若い人には、いい
刺激になると思います。私も楽しい２
日間でした。機会があったら、またぜ
ひ受け入れたいですね」と話しました。

「外国人による日本語弁論大会」
Japanese Speech Contest for Foreign Residents

　昨年初開催し好評だった、鹿屋をはじめ大隅在

住の外国人の皆さんによる日本語の弁論大会です。

　海外出身の皆さんが、鹿屋・大隅での暮らしや、

住んで感じたことなど、自由なテーマでスピーチ

します。誰でも聴講可能です。ぜひお越しください。

時　間 13:00～17:00

場所　鹿屋市東地区学習センター（新川町）

入場料 無　料

 　東京オリンピックの事前キャン

プを市内で行う予定のタイ王国女

子バレーボールチームの選手たち

を温かく歓迎するため、簡単なタ

イ語を学びましょう。

●時間　10:00 ～ 11:30

●定員　30 人程度（先着順）

●受講料　無料

●申込　電話（当日でも申込可）

タイ語教室

 　市の ALT（外国人英語指導助手）

によるお菓子作り教室です。英語に

親しみながら一緒に作りましょう。

●時間　10:00 ～ 12:00

● 定員　 20 人（先着順）

●対象者　 小中学生（小学３年生以

下は保護者同伴）

●参加料　200 円　●申込　電話

Let'sクッキークッキング

問鹿屋市国際交流協会（市地域活力推進課内）　☎ 0994-31-1147７/15
㊐

Dear foreign residents of Osumi,
There will be a Japanese Speech 
Contest held with local participants
living in Osumi from around the
world. 
I will also be giving my own speech 
on my years in Kanoya. 
Come check it out！

「外国人の皆さん。私たちと同じ海外出
身の仲間たちのスピーチが聴けるよ。僕
の講演会もあるんだ。ぜひおいでよ！」

国際理解・交流イベントを開催します！

　市国際交流員　市国際交流員
Stephen DiTomassoStephen DiTomasso
（スティーブン・ディートマソ）（スティーブン・ディートマソ）
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